
 
平成23年5月11日 

 
各  位 

     会 社 名   ユ ニ ー 株 式 会 社          
                     代 表 者 名  代表取締役社長 前村哲路          

  （コード番号 8270 東証・名証第1部） 
問 合 せ 先   取締役 執行役員 経理財務部担当 越田次郎 

（ Ｔ Ｅ Ｌ ． 0 5 8 7－ 2 4－ 8 0 6 6） 
 
 
 

当社子会社（株式会社鈴丹）の業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

 
 

 当社子会社である株式会社鈴丹が平成 24 年 2 月期第 2 四半期累計期間（平成 23 年 2 月

21日 ～ 平成23年8月20日）の業績予想（連結・個別）の修正および特別損失の計上を別

紙のとおり公表しましたのでお知らせいたします。 
なお、本件による当社の平成24年2月期第2四半期累計期間及び通期の業績予想（連結・

個別）の変更はありません。  
なお、今後修正の必要があると判断した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 
 

以 上 
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         平成 23 年５月 11 日 

各    位 

上場会社名 株式会社 鈴 丹 
代表者 代表取締役社長 吉田 馨 
（コード番号 8193） 
問合せ責任者 執行役員経理ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ 
 横井英雄 
（TEL 052－764－8005） 

 

業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

 
最近の業績動向等を踏まえ、平成 23 年４月１日に公表いたしました平成 24 年２月期第２四半期（平成

23 年２月 21 日～平成 23 年８月 20 日）の連結業績予想および個別業績予想を修正することといたしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 
 
平成 24 年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23 年２月 21 日～平成 23 年８月 20 日） 

    売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

百万円

7,451 

百万円

298 

百万円

298 

百万円 

△22 

円 銭

△1.97

今 回 修 正 予 想 （ B ） 7,311 225 225 △97 △8.69

増 減 額 （B―A） △140 △73 △73 △75 －

増 減 率 ( % )  △1.9 △24.5 △24.5 － －
（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 23 年２月期第２四半期） 8,158 266 270 188 16.90

  

平成 24 年２月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 23 年２月 21 日～平成 23年８月 20 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

百万円

7,437 

百万円

290 

百万円 

△26 

円 銭

△2.33 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 7,297 217 △101 △9.05 

増 減 額 （B―A） △140 △73 △75 － 

増 減 率 ( % )  △1.9 △25.2 － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 23 年２月期第２四半期） 

8,144 266 265 23.77 

 

 

２．修正の理由 
 

（連結業績予想） 

売上高につきましては、東日本大震災前までは３月度の既存店売上高前年比はほぼ前年並みで推移してお

りましたが、東日本大震災により東北地方及び関東地方の店舗を中心に、内装設備や商品の損傷、計画停電

などの影響を受け、臨時休業や営業時間短縮等が発生いたしました結果、13.6％減と大きく影響いたしまし

た。４月度の既存店売上高前年比は計画停電の中止、気温上昇により春物の動きが活発となり、2.8％減ま

でに回復いたしました。しかしながら、３月度の減収を勘案し、前回発表予想を 140 百万円下回る見込みで

あります。 

利益面につきましては、売上高の減少に加えて、特別損失として被災した店舗の修繕費用および商品廃棄
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損等 10 百万円を計上する予定であり、営業利益、経常利益、四半期純利益はいずれも、前回発表予想を下

回る見込みであります。 

 

（個別業績予想） 

個別の業績予想数値の修正につきましても、連結と同様の理由であり、第２四半期（累計）個別業績予

想数値を修正しております。 

 

なお、連結・個別の通期の業績予想につきましては、震災による業績への影響が回復傾向にあること、特別

損失が軽微であったことを踏まえ、現時点での修正はありません。 

 

３．特別損失の計上について 

東日本大震災により、25 店舗（催事契約店舗を含め 265 店舗のうち）が内装設備等の修繕および商品等

の損害を受けたため、連結・個別とも特別損失として見込額 10 百万円を計上する予定であります。 

＜特別損失の内訳＞ 

（1）商品廃棄損         ３百万円  

（2）有形固定資産除却損     ２百万円  

（3）店舗の修繕費用および義援金 ５百万円  

合  計          10 百万円  

 

 

（注） 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。  

実際の業績は、今後さまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以上 


